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応 急 給 水 施 設 を 整 備 し ま し た

大雨に対する事業を進めています

応急給水施設の整備場所

お問い合わせ先　《下水道整備課　２８－８６27》

お問い合わせ先　《計画調整課　２８－８６２3》

〒491-０９３４

一宮市大和町苅安賀
TEL 0586-44-７２５７
FAX 0586-44-６５３９

　気温が－4℃以下になると、水道管が凍り、破
裂することがあります。ご家庭の水道は皆さま
の財産です。寒さから守ってください。
　特に次のような場所は凍りやすいので注意し
てください。
　○ むき出しになっている水道管 
　○ 家の北側で日の当たらない場所にある
　　 水道管
　○ 風当たりの強いところにある水道管

　凍結を防ぐには　

　むき出しの水道管や蛇口の部分に、厚手の布
などの保温材を巻き付け、その上からビニー
ル、ガムテープなどを巻いて濡れないようにし
ます。また、水道メーターも使い古しの毛布、布
切れ、段ボールなどをのせて保温してください。

　凍って水が出ないとき　

　タオルなどの布をかぶせ、その上からゆっく
りとぬるま湯をかけて溶かします。熱湯を直接
かけると、水道管の接続部分などが破裂するこ
とがありますので、熱湯は絶対にかけないでく
ださい。
　水道管が破裂したとき　

　メーターボックス内にある止水栓を閉め、水
を止めてください。そして破裂した部分に、布
かテープなどをしっかりと巻き付けて応急手当
をし、一宮市指定給水装置工事事業者に修理を
お申し込みください。または、一宮市指定水道
工事店協同組合にご相談ください。

　一宮市役所東側の道路下に浸水被害を軽減

するための雨水貯留管を設置する工事を行っ

ています。

　工事は道路を規制して行っていますので、

周辺道路が混雑しています。周辺道路をご利

用の際は、時間に余裕を持ってお出掛けくだ

さい。ご理解とご協力をお願いします。

　工事期間　２０２０年３月まで

一宮市では、大規模地震等により水道管に被害が発生し、万一断水した場合でも、飲料水を確保す
ることができるよう、指定避難所に指定されている小中学校に応急給水施設を整備しています。
応急給水施設は、浄水場・配水場からの給水ルートとなる水道管の耐震化が完了した指定避難所

から順に整備しており、平成30年度は貴船小学校、神山小学校、北部中学校に整備しました。災害時
には、上下水道部職員や委託業者が出動し、応急給水栓を設置し、皆さまへ給水します。

飲料水備蓄のお願い

　地震発生時、応急給水栓や給水車での給水活動が開始されるまでには時間を
要します。いざという時に備え、身の回りに飲料水の確保をお願いします。

キーワードは
『1人1日３ℓを1週間分！　少なくとも３日分！！』

水を受け取る際には、水を入れる容器が
必要です。
持ち運びに便利な容器(ペットボトルや

給水袋等)の持参をお願いします。

飲料水の備蓄には、「おりひめ　木曽川が織りなす水」を、ぜひご利用ください！

応急給水施設の整備場所は
この看板が目印です！

応急給水栓

水道管を凍結　・　破裂から
守りましょう！

《お問い合わせ先》
　一宮市指定給水装置工事事業者
　　　【市公式ウェブサイト】　　1002071
　一宮市指定水道工事店協同組合
　　　【７３－３３８１】
　一宮市上下水道部　管路保全課
　　　【７３－８１５１】
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「水道水　安全　おいしい　金メダル」　　　「未来へと　ぼくらがつなぐ　下水道」
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お問い合わせ先　《経営総務課　８５－７６９１》

一宮市公共下水道区域を縮小するため、全体計画見直し業務委託及び汚水適正処理構想見直し
業務委託を実施しました。また、一宮市公共下水道事業計画の計画期間を延伸するため、事業計
画変更設計業務委託も実施しました。
単独公共下水道区域では、北園通３・４丁目などの浸水被害を軽減するため、北園通貯留槽建設
工事を引き続き実施し完成しました。
流域関連公共下水道区域においては、大和町苅安賀を始め北方町、千秋町、北今及び木曽川町
玉ノ井地区を中心に下水道管を布設しました。また、雨水対策として、起地区で雨水渠を布設し
ました。
特定区域では、奥町地内ほかで下水道管の更生工事を実施し、下水道管の長寿命化を図りました。
処理場関係では、脱水汚泥搬出設備設置工事を始め１０工事の改良工事を行いました。

奥町地内を始め５工事で配水管を、浅井町大野地内を始め４工事で導水管を布設しました。また、
三条地内を始め１１７工事で老朽管等の布設替を実施し、漏水、出水不良等の解消に努めるとと
もに、住吉１丁目地内ほかでは、地震に強い管に入れ替えました。

指定避難所へ至る配水管の継手３７５か所の耐震補強を行い、平成２９年度は指定避難所３か所
（向山・三条小学校及び尾西第一中学校）に応急給水栓を設置しました。

設備の老朽化に伴い、丹陽水質監視局ほか水質測定装置の改良等を行いました。
大規模な地震災害に備えるため策定した、佐千原浄水場第２ポンプ棟基本計画に基づき、機械・
電気設備工事を行うための設計業務委託を実施しました。

　水道事業では、平成２９年度も、水道を利用される皆さまからいただいた水道料金等を財源とし、
老朽化した施設の改良や更新、地震災害対策等を進めながら、安全で良質な水の安定供給に努め
てきました。
　下水道事業においては、下水道使用料、国の交付金等を財源とし、管渠や施設の整備を進めて
きましたが、健全な経営と維持管理を行い、引き続き健康で快適な生活環境を整備していくため、
平成２９年１０月１日から下水道使用料の改定を行いました。その内容は、基本水量制を廃止し、
基本使用料に従量使用料を加えた体系に変更し、使用料についても平均１４．４％引き上げました。
　水道事業、下水道事業の内容と、決算状況について、収益的収支（施設の維持管理に関するもの）と、
資本的収支（施設の建設、整備に関するもの）とに区分し、下記のとおり報告させていただきます。

下 　水　 道　 事　 業
工　事　概　況

決　算　状　況工　事　概　況

決　算　状　況

一般区域

特定区域

平成2９年度水道事業及び下水道事業会計決算から

【収益的収支(税抜）】 【資本的収支(税込）】

【収益的収支(税抜）】 【資本的収支(税込）】

【収益的収支(税抜）】 【資本的収支(税込）】

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

水　 道　 事　 業

下　水　道　事　業

《収入》
4,995

水道料金収入
4,483（90％）

施設の維持管理費
2,495（53％）

減価償却費
1,768（38％）

支払利息
447（9％）

純利益
285

長期前受金戻入
428（9％）

加入金ほか
250（16％）

雨水処理ほか負担金
（一般会計等から）
2,737（38％）

下水道使用料
1,923（27％） 補助金（一般会計から）

1,684（23％）

長期前受金戻入
851（12％）

交付金、県補助金
925（21％）

企業債
2,882
（66％）

企業債償還
4,028（55％）

日光川上流流域
下水道事業費
1,757（24％）

五条川右岸流域
下水道事業費
667（9％）

単独公共下水道
事業費ほか
835（12％）

内部留保資金等
2,917

負担金、立替償還金ほか
170（4％）

出資金（一般会計から）
393（9％）

その他収入
6（0％）

純利益
63

支払利息
1,470（21％）

施設の維持管理費
2,171（30％）

減価償却費
3,497（49％）

下水道使用料
503（67％）

施設の維持管理費
524（59％） 減価償却費

350（40％）

支払利息
6（1％）

純損失
134

その他収入
17（2％）

長期前受金戻入
88（12％）

負担金（一般会計から）
138（19％） 内部留保資金等

194

負担金
2（100％）

建設改良費
164（84％）

企業債償還
32（16％）

企業債
1,210（76％）

企業債償還
1,452（42％）

拡張事業費
31（1％）

内部留保資金等
1,900

その他収入
84（1％）

《支出》
4,710

《収入》
1,589

《支出》
3,489

《収入》
746

《支出》
880

《収入》
2

《支出》
196

《収入》
7,201

《支出》
7,138

《収入》
4,370

《支出》
7,287

建設改良費
2,006（57％）

負担金
129（8％）
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お問い合わせ先　《経営総務課　８５－７６９１》

一宮市公共下水道区域を縮小するため、全体計画見直し業務委託及び汚水適正処理構想見直し
業務委託を実施しました。また、一宮市公共下水道事業計画の計画期間を延伸するため、事業計
画変更設計業務委託も実施しました。

単独公共下水道区域では、北園通３・４丁目などの浸水被害を軽減するため、北園通貯留槽建設
工事を引き続き実施し完成しました。

流域関連公共下水道区域においては、大和町苅安賀を始め北方町、千秋町、北今及び木曽川町
玉ノ井地区を中心に下水道管を布設しました。また、雨水対策として、起地区で雨水渠を布設し
ました。

特定区域では、奥町地内ほかで下水道管の更生工事を実施し、下水道管の長寿命化を図りました。
処理場関係では、脱水汚泥搬出設備設置工事を始め１０工事の改良工事を行いました。

奥町地内を始め５工事で配水管を、浅井町大野地内を始め４工事で導水管を布設しました。また、
三条地内を始め１１７工事で老朽管等の布設替を実施し、漏水、出水不良等の解消に努めるとと
もに、住吉１丁目地内ほかでは、地震に強い管に入れ替えました。

指定避難所へ至る配水管の継手３７５か所の耐震補強を行い、平成２９年度は指定避難所３か所
（向山・三条小学校及び尾西第一中学校）に応急給水栓を設置しました。

設備の老朽化に伴い、丹陽水質監視局ほか水質測定装置の改良等を行いました。
大規模な地震災害に備えるため策定した、佐千原浄水場第２ポンプ棟基本計画に基づき、機械・
電気設備工事を行うための設計業務委託を実施しました。

　水道事業では、平成２９年度も、水道を利用される皆さまからいただいた水道料金等を財源とし、
老朽化した施設の改良や更新、地震災害対策等を進めながら、安全で良質な水の安定供給に努め
てきました。
　下水道事業においては、下水道使用料、国の交付金等を財源とし、管渠や施設の整備を進めて
きましたが、健全な経営と維持管理を行い、引き続き健康で快適な生活環境を整備していくため、
平成２９年１０月１日から下水道使用料の改定を行いました。その内容は、基本水量制を廃止し、
基本使用料に従量使用料を加えた体系に変更し、使用料についても平均１４．４％引き上げました。
　水道事業、下水道事業の内容と、決算状況について、収益的収支（施設の維持管理に関するもの）と、
資本的収支（施設の建設、整備に関するもの）とに区分し、下記のとおり報告させていただきます。

下 　水　 道　 事　 業
工　事　概　況

決　算　状　況工　事　概　況

決　算　状　況

一般区域

特定区域

平成2９年度水道事業及び下水道事業会計決算から

【収益的収支(税抜）】 【資本的収支(税込）】
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（単位：百万円）
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（単位：百万円）
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応 急 給 水 施 設 を 整 備 し ま し た

大雨に対する事業を進めています

応急給水施設の整備場所

お問い合わせ先　《下水道整備課　２８－８６27》

お問い合わせ先　《計画調整課　２８－８６２3》

〒491-０９３４

一宮市大和町苅安賀
TEL 0586-44-７２５７
FAX 0586-44-６５３９

　気温が－4℃以下になると、水道管が凍り、破
裂することがあります。ご家庭の水道は皆さま
の財産です。寒さから守ってください。
　特に次のような場所は凍りやすいので注意し
てください。
　○ むき出しになっている水道管 
　○ 家の北側で日の当たらない場所にある
　　 水道管
　○ 風当たりの強いところにある水道管

　凍結を防ぐには　

　むき出しの水道管や蛇口の部分に、厚手の布
などの保温材を巻き付け、その上からビニー
ル、ガムテープなどを巻いて濡れないようにし
ます。また、水道メーターも使い古しの毛布、布
切れ、段ボールなどをのせて保温してください。

　凍って水が出ないとき　

　タオルなどの布をかぶせ、その上からゆっく
りとぬるま湯をかけて溶かします。熱湯を直接
かけると、水道管の接続部分などが破裂するこ
とがありますので、熱湯は絶対にかけないでく
ださい。
　水道管が破裂したとき　

　メーターボックス内にある止水栓を閉め、水
を止めてください。そして破裂した部分に、布
かテープなどをしっかりと巻き付けて応急手当
をし、一宮市指定給水装置工事事業者に修理を
お申し込みください。または、一宮市指定水道
工事店協同組合にご相談ください。

　一宮市役所東側の道路下に浸水被害を軽減

するための雨水貯留管を設置する工事を行っ

ています。

　工事は道路を規制して行っていますので、

周辺道路が混雑しています。周辺道路をご利

用の際は、時間に余裕を持ってお出掛けくだ

さい。ご理解とご協力をお願いします。

　工事期間　２０２０年３月まで

一宮市では、大規模地震等により水道管に被害が発生し、万一断水した場合でも、飲料水を確保す
ることができるよう、指定避難所に指定されている小中学校に応急給水施設を整備しています。
応急給水施設は、浄水場・配水場からの給水ルートとなる水道管の耐震化が完了した指定避難所
から順に整備しており、平成30年度は貴船小学校、神山小学校、北部中学校に整備しました。災害時
には、上下水道部職員や委託業者が出動し、応急給水栓を設置し、皆さまへ給水します。

飲料水備蓄のお願い

　地震発生時、応急給水栓や給水車での給水活動が開始されるまでには時間を
要します。いざという時に備え、身の回りに飲料水の確保をお願いします。

キーワードは
『1人1日３ℓを1週間分！　少なくとも３日分！！』

水を受け取る際には、水を入れる容器が
必要です。
持ち運びに便利な容器(ペットボトルや
給水袋等)の持参をお願いします。

飲料水の備蓄には、「おりひめ　木曽川が織りなす水」を、ぜひご利用ください！

応急給水施設の整備場所は
この看板が目印です！

応急給水栓

水道管を凍結　・　破裂から
守りましょう！

《お問い合わせ先》
　一宮市指定給水装置工事事業者
　　　【市公式ウェブサイト】　　1002071
　一宮市指定水道工事店協同組合
　　　【７３－３３８１】
　一宮市上下水道部　管路保全課
　　　【７３－８１５１】
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